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1.   投 稿 原 稿   

1.1   投稿原稿は，論文，ノート，総合論文，総説，速報，その他とする．  

(2018 年 5 月)  

1.2   原稿の作成に当たっては原稿執筆上の注意に従い，英語または日本語を用いて作成するものとする． 

1.3   原稿は学会規定のweb投稿システムから投稿し，著者名，連絡先などの情報入力はシステム上の指示に従うものとする． 

1.4   和文原稿の場合でも，REFERENCESは英文とし，その形式は，Instructions to Authors に従うものとする． 

2.    論       文  

     印刷物として未発表のものであって，レオロジーとその応用に関する価値ある結論あるいは事実を含むものとする．  

2.1   原稿の 1 枚目に「Article」と明記し，緒言，理論，実験，結果，考察，結論の形式に従って書くことが望ましい．  

2.2   原稿の長さは原則として会誌刷り上がり 6 ぺージ以内とする．  

3.   ノ   ー   ト   

    印刷物として未発表のものであって，論文ほど長くはないが，新しい事実や価値あるデータ，あるいはレオロジーを使った技術を含む 

ものとする．  

3.1   原稿の 1 枚目に「Note」と明記し，その他は論文に準じる．  

3.2   原稿の長さは原則として会誌刷り上がり 2 ぺージ以内とする．  

4.   総 合 論 文   

    レオロジーとその応用あるいは関連事項について，一つの研究グループによって得られた優れた研究成果をまとめたものであり，将来へ    

    の指針・展望を含むものとする．  

4.1   原稿の 1 枚目に「Feature Article」と明記し，その他は論文に準じる．  

4.2   原稿の長さは原則として会誌刷り上がり 8 ページ以内とする．  

5.   総     説   

    レオロジーとその応用に関連した特定の項目に関する研究を広くかつ普遍的に総括，解説し,その研究の推移を知る上に役立つものと 

する．  

5.1   原稿の 1 枚目に「Review」と明記し，その他は論文に準じる．  

5.2   原稿の長さは原則として会誌刷り上がり 10 ページ以内とする．  

6.   速      報   

    印刷物としては未発表のものであって，レオロジーとその応用に関する新規性あるいは独創性のある結論やデータを含み，できるだけ 

 速く公表されることが望まれるものとする．  

6.1   原稿は英文原稿とする．  

6.2   原稿の 1 枚目に「Rapid Communication」と明記する．形式は自由とするが，簡潔かつ論理的に書かれていることが望ましい．  

6.3  原稿の長さは原則として会誌刷り上がり 2 ページ以内とする．  

6.4   Key Words（5 語以内）をつけ，英文要旨はつけない．  

7.   そ   の   他   

    掲載論文に対する意見，解説，参加記，見学記，書評，随想，データ資料などとし，記事の長さは原則として会誌刷り上がり2 ページ 

以内とする．  

8.   審査・再投稿   

    投稿原稿の内，論文，ノート，総合論文，速報原稿の採否は編集委員会が決定する．編集委員会は投稿原稿について修正を求めることが   

    できる．修正を求められた原稿が返送の日より 4 ヵ月以降に再投稿された場合は新原稿として取り扱う．  

9.   著   作   権  

    会誌に掲載された記事についての著作権は日本レオロジー学会に属する． 

  

原稿執筆上の詳細については， Instructions to Authors と最近発行の本誌論文もご参照ください．  


